
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 学 校 名 下呂市立菅田小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月１６日（土） 

実 施 概 要 
 

①開会式 ②学習発表会（１,２年生の発表参観、３,４,５,６年生の発表参観） 
③収穫を味わう会 
・お世話になった講師の方の紹介、お礼 
・学級で収穫した作物を児童、家族、地域の方で会食（菅田っ子御膳） 
・合唱の発表   
④閉会式 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 

  ✓自然  ✓歴史   ✓文化   ✓産業   ✓その他 

 公開の方法 

  ✓授業公開 ✓成果発表 ✓交流活動 □講演会等               

□地域行事等参加 ✓その他 

来 校 者 数 保 護 者            ５７   人 
      計      ９２  人 

地域関係者              ３５   人 

実 施 状 況 
 

１ 学年発表内容（生活科や総合の学習で学習したことを発表する） 

 ・１年生は、「楽しいお店屋さん」 ・２年生は、「楽しめるお店屋さん」 

・３，４，５，６年は、課題追究したことを発表 

 （発表例） １年：おいしいおいしいピザやさん ２年：うってポンポン 

 ３年：お茶はすごい  ４年：楽器ワールドへようこそ!! 

 ５年：でんぷんっておもしろい  ６年生：雑草という名の草はない  

 ※ワークショップの形態で、時間内に何度も繰り返し発表する。参観者は、聞き

たい発表者を選択し自由に参観して評価表を記入して渡す。 

２ 収穫を味わう会 

 ・稲作やお茶作りでお世話になった講師の方をお招きして、感謝の気持ちを伝え

るとともに作物を育てることの苦労や学習したことを発表する。また、自分た

ちで育てた作物（サツマイモ・大根・里芋）を入れた味噌汁と育てたお米を振

るまう。 

３ 市の音楽会で発表した合唱を地域の方や保護者の方に聴いていただく。 

成果及び課題 
  

    

４ 成果と課題〈○成果・●課題〉 

 ○「菅田小の学び」の集大成として、自らテーマを見つけ、聞く人に分かるよう

に自分の言葉で力強く工夫して発表することができ、保護者や地域の方に学習

の様子や児童の様子を知っていただくことができた。 

○収穫の喜びや作物を育てるために教えてくださった講師の方への感謝の気持

ちを伝えることができた。 

●学年によって発表の内容の質が違い、低学年にとって難しいと思われるものも

あった。誰を対象に伝えるかの話し手の意識やどの視点で聞くかの聞き手の意

識を指導していく必要がある。 

５ 保護者、地域の方の感想〈アンケートより〉 

 ・（地域）低学年の子たちが、一生懸命自分たちで作ったお店について説明して

いる姿から、とても成長を感じました。高学年の子たちの発表、素晴らしかっ

たです。米を作り、野菜を作り、みなさん一生懸命がんばりましたね。ご飯お

いしかったよ。ありがとう。 

・（保護者）低学年の部では、みなさんよく工夫されていて、とても楽しい発表

でした。高学年の部では、ただただ感心するばかりでした。みんなよく研究し、

上手にまとめ、分かりやすく説明や発表をされていて、素晴らしいと思いまし

た。どの子もよく頑張ったなと思いました。みんなで育て収獲した米や野菜を

みんなで食べる、とても素晴らしいことだと思います。ご飯も汁物もとてもお

いしかったです。先生方や収獲に携わった方々へ感謝の気持ちでいっぱいで

す。本当にありがとうございました。 



 


